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ハーンにみる真の裁き――“At a Railway Station”より―― 
 
伊野家 伸一 
 
Ⅰ 
 漂泊の生涯ともいえる人生を送ったハーン（Lafcadio Hearn, 1850-1904）は、明治23年（1890
年）の来日後も松江、熊本、神戸、東京と居を移していった。松江時代はハーンにとって、日
本との関係が蜜月といってもよい時期であったことはよく知られているところである。一方、
熊本は松江・出雲に比べ、ハーンにとって好ましい地ではなかったという見方もなされてきて
いる。田部隆次による『小泉八雲』では、熊本においては人間が粗暴にみえ、神道に無関心な
学生を目の当たりにし、それがハーンには受け入れ難く感じたことが記され（213）、またOut 
of the East の“With Kyūsyū Students”は、松江中学を題材にした“From the Diary of an 
English Teacher”（Glimpses of Unfamiliar Japan）に比して精彩を欠く（牧野 94-95）とい
う指摘もみられる。こうした指摘や見方もなされているハーンの熊本時代であるが、アメリカ
で長く新聞記者であったハーンならではのジャーナリスト的な面と文学的素養をうかがわせる
注目すべき作品もみられる。ここではそうした作品である“At a Railway Station”（Kokoro）
に目を向けてみたい。 
 同作品は次のようなあらすじとなっている。 
かつて、周囲から好意を持たれていた巡査を殺害、逃走した犯人が福岡で逮捕され、熊本に
連行されることになる。「私」（ハーン）は多くの群集とともに、その様子を見るべく停車場へ
と出向く。犯人と護送してきた刑事が群集の前に現れた際、刑事は殺害された巡査の妻の名を
呼ぶ。すると、背中に幼子を負った未亡人が姿をみせる。刑事の指示で後ろにさがった群集の
前で、彼女と子供は犯人と向き合う。刑事は子供に向かい、「君のお父さんを殺したのはこの男
だ。君を可愛がってくれるはずのお父さんがいないのはこの男のせいだ。この男をよく見るん
だ。辛くても君がしなければならない勤めなのだ」と語る。子供は恐怖心を抱きながらも、犯
人を凝視する。やがて目に涙があふれ始める。それでも子供は、犯人のすくんだ顔を正面から
見つめ続けた。その時、「私」は男の表情が歪むのを見る。同時に、犯人は身を投げ出し、地べ
たに顔を押し付ける。そして悔悟の念を吐露しながら、罪を償うために喜んで死ぬことをもっ
て、子供に赦しを乞うのである。この刹那、居合わせた群集からもすすり泣きが起る。さらに
「私」は、ここ以外では目にすることがないであろうもの、即ち、犯人を連行する刑事の涙を
も目にする。潮が引くように人々が立ち去っていった後、「私」は停車場に残り、今見た光景に
思いをめぐらす。「私」はそこに、日本では子供が大切にされること、それとともに「父性」と
いうものについて日本人の心性を考察してゆく。 
 この作品については、ハーンが『九州日日新聞』（明治二六年四月二二日付）を見て（おそら
くは節子夫人に読んでもらって、あるいは周囲の人から聞かされて）、アレンジした作品（再話
文学）であることが、丸山学『小泉八雲新考』第四章「『停車場にて』など」において詳説され
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ている。そこには、当作品を十分評価しながらも、この出来事が実際に報じられた新聞記事と
の相違が示されている。さらに、ハーンが当時担当していた授業等から停車場に赴くことは不
可能であったという指摘（115-19）もなされている。また、太田雄三著『ラフカディオ・ハー
ン―虚像と実像―』では、新聞記事をルポルタージュ的再話にしてゆくなかで、ハーンは幾つ
かの変更を施しているが、それらの変更が当作品の「伝える日本と日本人のイメージを非現実
的なものにしていることはないだろうか」と述べられている（139）。一方「その変更が作品の
文学的味わいを深め、ルポルタージュ的逸話につづけられた、考察の主題である父性と群集を
鮮明にしている」（藤原 388）といった見解もみられる。 
 こうした指摘や評価がなされている“At a Railway Station”であるが、本稿においては、
この作品における次に箇所に着目してみたい。 
 
     The crowd ebbed, and left me musing on the strange morality of the spectacle. Here 
was justice unswerving yet compassionate,―forcing knowledge of a crime by the 
pathetic witness of its simplest result. Here was desperate remorse, praying only for 
pardon before death. And here was a populace―perhaps the most dangerous in the 
Empire when angered―comprehending all, touched by all, satisfied with the contrition 
and the shame, and filled, not with wrath, but only with great sorrow of the sin,―
through simple deep experience of the difficulties of life and the weakness of human 
nature. (5-6)  
                                   （訳：平川祐弘「停車場にて」『日本の心』より） 
 
   潮が引くように人々は去ったが、私はその場に居残って、今日のこの光景の驚きにみち
た教訓について深く思いめぐらさずにはいられなかった。そこには毫も容赦仮借はしない
けれども、しかも慈悲と慈愛に満ちた正義の裁きがあった――それは犯人に自分が犯した
罪の深さを、その罪が生んだもっとも単純明白な結果―いたいけな遺児を示すことによっ
て、はっきりと悟らせたのである。またそこには絶望に等しい悔恨があった。それは自分
が死ぬ前にただただ罪の赦しのみを乞う悔恨の念であった。そしてまたそこには熊本の庶
民がいた――いったん怒りを発すればおそらくこの日本帝国中でいちばん恐ろしいにち
がいないこの土地の人たち――その人たちはすべてを了解し、すべてに感動し、罪人が悔
悟し自らを恥じたことを良しとして、激昂や憤怒によってではなく、その罪のおおいなる
悲しみによって、自分たちもまた心が一杯になったのである――儘ならぬこの人生の難し
さ、人間の弱さ、そうしたことについてこの町の人々は、単純素朴な、だが深い体験を通
して、しみじみと身にしみて会得するところがあったのである。（98）   
 
ここには、「現実的な司法手続きや法廷での審判を超えたところでなされた真の裁き」とでもい
うべき様子がうかがえよう。そして護送されてきた犯人を見ようと集まっていた、おそらくは
Persica, March 2017 No. 44 
 －3－
憎悪と怒りをもっていたはずの群集も、そうした「真の裁き」がなされた状況を納得し受け入
れている。首藤基澄による論考「人生の考察――「小品」鑑賞」においても、この箇所につい
て、 
 
   小説であればここで終っていいわけであるが、八雲はこの一光景に体験に根ざした考察
を加える。三節（上記引用箇所を指す、筆者）は、「一場の愁嘆場」に「罪科の何たるかを
思い知らせ」る「正しい裁き」があり、罪人の「捨て身の悔悟」があったことを確認して
いる。裁判所や神の前でのみ、裁きや悔悟があるのではないことはいうまでもないが、い
わゆる日本の知識人が軽蔑する「愁嘆場」に焦点をあてているところに八雲の特色がある。
（211） 
 
と、「正しい裁き」がなされたとみている。ただ首藤は「愁嘆場」という言葉を用いており、大
衆（特に熊本における）は激怒すれば手のつけられない危険な存在となるが、罪人の心からの
悔悟を受け、この世の困難さと人の弱さを知る身として嘆きをもってことを収めてゆく日本人
に目を向けるハーンを看取している。そして、「恥の意識が異様に強く、それだけに『小さく固
まって』大成しない日本人をきびしく否定した」高村光太郎に対し、ハーンはそれを逆に高く
評価するとしている（212）。このように首藤は、当作品に日本人の特性に共感するハーンを捉
えているようである。ハーンにとって好ましい土地ではなかったとされる熊本での作品におい
て、日本人に敬意、親愛の情をみようとする首藤の解釈は傾聴に値すると思われるが、本稿で
は「真の裁きというものをハーンが如何に考えていたか」という観点からその意識を検討した
いと思う。また、「日本的なるものに目を向けるハーン」から視点を逆転させ、「西洋人であり
英文学者であるハーン」を視座に据えた場合にみえてくるものは何か、また、そこから今とい
う時代へ何らかの示唆を得ることができないか考えてみることにする。 
 
Ⅱ 
“At a Railway Station”は熊本が舞台であるが、ハーンが熊本時代に体験、見聞したこと
をもとにした著書として Out of the East もよく知られている。同書第 2 章“With Kyūsyū 
Students”は、熊本で担当した学生の様子を紹介しているが、同章第 4 節では、西洋の文学作
品を紹介した際における学生達の反応に、西洋と日本の違いをかみしめるハーンがみられる。
生命の秘密をつかんだ若い科学者が理想的な人間を創ろうとするも、実際に創られた人造人間
は怪物のごとき姿であったがため、次々と不幸が起るという物語 Frankenstein について聞い
た学生たちがみせた反応は次のようなものであった。 
 
  . . . the story of“Frankenstein”impressed them very little. None took it seriously. For 
Western minds the tale must always hold a peculiar horror, because of the shock it 
gives to feelings evolved under the influence of Hebraic ideas concerning the origin of 
life, the tremendous character of divine prohibitions, and awful punishments destined 
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for those who would tear the veil from Nature’s secrets, or mock, even unconsciously, 
the work of a jealous Creator. But to the Oriental mind, unshadowed by such grim 
faith,―feeling no distance between gods and men,―conceiving life as a multiform 
whole ruled by one uniform law that shapes the consequence of every act into a reward 
or a punishment,―the ghastliness of the story makes no appeal. (52) 
 
ここには、人間の生命の根源、神の禁断が途轍もないものであること、自然における神秘のベ
ールを暴こうとしたり、無意識であっても、嫉妬深い創造主を揶揄したりする者は、大変な天
罰を受けるのだというヘブライ思想に影響されてきた西洋人とはかけ離れた日本人の意識に驚
くハーンがいる。上記引用部に続けて、ハーンは「生徒の書いた批評をみていると、大抵の者
が、その物語を、単なる滑稽な話か、おどけ半分の譬え話だと思っていることがわかった」（52）
と述べている。こうした記述から、ハーンには西洋人として、ヘブライ思想、即ち「神の絶対
性」を意識していることが見て取れよう。ここでは、この点を確認しておきたい。首藤は“At 
a Railway Station”に日本人の特性に共感するハーンがみられると解していたが、その“At a 
Railway Station”が書かれた熊本において、西洋思想の根幹を示そうとするハーンが認められ
るのである。 
 
 また英文学者でもあったハーンは、英国詩人ブラウニング（Robert Browning）を高く評価
していた。On Poets における“Studies in Browning”において、ハーンはブラウニングの特
徴的な面を次のようにまとめている。 
 
  His message to the world was that of an interpreter of life. His art is, from first to last, 
a faithful reflection of human nature, the human nature of hundreds of different 
characters, good and bad, but in a large proportion of cases, decidedly bad. Why? 
Because, as a great artist, Browning understood very well that you can draw quite as 
good a moral from bad actions as from good ones, and his unconscious purpose is 
always moral. Such art of picturing character, to be really great, must be dramatic: and 
all of Browning’s work is dramatic. He does not say to us, “This man has such and such 
a character”; he makes the man himself act and speak so as to show his nature. (146)  
 
このように、人間性に焦点をあて、善行からのみならず悪行からも教訓を引き出せるとする、
そのために性格描写が「劇的」になされるのがブラウニングの詩だとしている。そしてこうし
た表現技法において、シェイクスピアに似た詩人は、イギリスでは彼以外にはいないと述べる
（146）。ハーンはこの章において、ブラウニングの“The Ring and the Book”という作品を
詳しく解説している。これはポンピリアという無垢な少女が、彼女を取り巻く利己的で欲深な
人間たちによって翻弄される話しとなっている。ハーンは、12 の部分に分けられているこの詩
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について、各部における主題を簡潔に述べてゆく。そこには、事件について正しい見方を為し
ていない当時のローマ世論、伯爵が行う自己弁護が正当なものに聞こえる様子、ポンピリアが
狡猾で邪悪な女とみられてしまうこと、裁判に関与するも、臆病と私利私欲のため真実を恐れ、
嘘を語る法律家達、性格研究を極めた教皇によって示される真実等が解説されてゆく
（198-200）。また、登場人物の人間性が詳細に読み取れる点をハーンは評価している。こうし
たところから、ハーンはブラウニングをしてシェイクスピアに並ぶ詩人であるとの賞賛を示し
ている（210）。1 
ブラウニングはロマン主義の詩人として知られるが 2  ロマン主義的な面はハーンにも認め
られるところである。ハーンは日本の浦島伝説をことのほか好んだ。それは彼の“The Dream 
of a Summer Day”において、浦島の話を夢想する様子、その妻節子が「思い出の記」におい
て、ハーンが「日本のお伽噺のうちでは『浦島太郎』が一番好きでございました」（34）と述
べていること等から明らかである。周知のように、浦島は竜宮から帰郷した際に、400 年とい
う時の経過に直面する。ロマン主義は「伝統や慣習への反抗、形式よりも本質的な内容の尊重、
時間的にも空間的にも無限定なものへの憧れ、驚異と逆説の愛好」（野中 38）等をその特徴と
するが、ハーンが好んだ浦島伝説は、時の流れが現世とは異なる竜宮、そこへ向かい至福の時
を過ごす浦島、帰郷時に現実の時間経過が襲いかかり、老いさらばえる浦島というあたりから、
「時間的にも空間的にも無限定なものへの憧れ、驚異への愛好」という面と重なるものが感じ
られる。従って、浦島伝説を好み、書き記したハーンにロマン主義的な面を見出すことが出来
よう。 
加えてハーンには、ケルト世界がその背景にうかがえることがしばしば指摘されている。浦
島伝説への彼の興味も、ケルトの伝統が色濃く残るアイルランドのオシン伝説との類似にその
理由の一つを求めることが出来よう。オシン伝説は、騎士オシンが常若の地で至福の時を過ご
した後故郷へ帰ると、様子が全く変わっていた。岩の下敷きになっていた村人を助けようとし
た際、「この馬から決して降りてはいけない」と言われていたが、その馬から落ちてしまう。す
ると数百年の時が彼に襲いかかり、オシンは老いさらばえてしまうという話である。3  そして
ハーンは、ロマン主義を代表する詩人バイロン（George Gordon Byron）をして、「多分にケル
ト的だ」（A History of English Literature 464）と評している。そうしたハーンは、ケルト世
界との繋がりにおいてロマン主義を包摂しているとみることも出来ようか。これらを鑑みれば、
ロマン主義という面から接点を有するブラウニングとハーンが浮かび上がってくる。 
 こうしたあたりにも、ハーンとブラウニングを並置してみる意味が見出されてこよう。   
 
 さて、ハーンは“Studies in Browning”において、ブラウニングによる詩を紹介、解説して
ゆく。ここでみておきたいのは“The Statue and the Bust”「立像と胸像」である。これは、
ある公爵がフィレンツェの貴族の若い花嫁の心を捉えようとし、彼女もそれになびいてゆく。
二人は機を窺うも、躊躇しているうちに年月は過ぎ去ってしまうという話である。この詩の最
後が以下のように引用されている。 
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  The true has no value beyond the sham:  
    As well the counter 4 as coin, I submit,  
    When your table’s a hat, and your prize, a dram.  
 
    Stake your counter as boldly every whit,  
    Venture as truly, use the same skill,  
    Do your best, whether winning or losing it,  
 
    If you choose to play! ―is my principle.  
Let a man contend to the uttermost  
For his life’s set prize, be it what it will!  
 
    The counter our lovers staked, was lost  
    As surely as if it were lawful coin:  
    And the sin I impute to each frustrate ghost  
 
    Is, the unlit lamp and the ungirt loin,   
    Though the end in sight was a vice, I say. (163. 8-21) 
 
  ハーンはこの詩について、ブラウニングが語るところはこうだ、と述べる。「公爵と彼が想い
を寄せた女性は、故意に自分たちの人生を放棄したという点において、最も軽蔑すべき罪人で
ある。罪を犯すことを望みながら実行を恐れたのは、罪を犯すことよりもはるかに悪い。・・・
二人はある経験をしたいと思っていた。それは二人に新たな魂を吹き込むほど重要であったか
もしれない。しかし二人は臆病さゆえに行動しなかった。偉大な宗教では、悪は思うだけで悪
であり、実際の行為とは程度の差でしかない。そして実行は処罰を呼び、それが道徳的教訓と
なる。ゆえに悪を欲しながら実行しないのは、大きな罪となる」（164-65）。 
 そして「悪心を抱きながら、それを行わない臆病さを神は決して赦さない“Never will God 
forgive such weakness as that.”(164)」と宗教的な雰囲気を醸し出している点を指摘している。
さらに、ハーンは次のように述べる。 
 
But it is also true that there is a higher morality than human codes, and when human 
law fails to give justice, a larger law occasionally steps in to correct the failure. 
Browning delights in giving us examples of this kind, extraordinary moral situations, 
wrong by legal opinion, right by the larger law of nature, which is sometimes divine. 
(165)   
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ここでは「人間の法典よりも高次な道義」という超越的な神の存在をほのめかす表現がみられ
る。同時に「実定法的観点からすれば過ちであっても、時として神聖である自然な高次の法か
らすれば正しいという、途方もない道徳的状況の例を、ブラウニングは好んで示す」ことが述
べられている。こうした解説に続いて紹介されてゆくのが“Ivàn Ivànivitch”である。 
 これは、働き者で正直なイワンという男が、親友の妻を殺してしまう話である。親友の妻は
「三人の子供らは狼に食われ、自分だけがそりで命からがら逃げてきた」と語る。だがイワン
は、自分が助かるために、彼女が子供をそりから投げ落としたのだと見抜き、彼女の首を斧で
切り落とす。イワンが逮捕されようとする時、百歳を超えた老司祭が彼を弁護し、法と世論の
名のもとに、イワンは無罪放免される（165-166）。 
 ハーンは、司祭が「母の責任」を語る様子を引用している。 
 
  “A mother bears a child: perfection is complete 
    So far in such a birth. Enabled to repeat  
    The miracle of life,―herself was born so just 
    A type of womankind, that God sees fit to trust 
    Her with the holy task of giving life in turn. 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
  . . . 
    The mother drops the child! Among what monstrous things 
    Shall she be classed?”(166. 1-5. 9-10)  
 
ここでハーンは、誕生の時に完全は成就すると語る「教皇さま（Pope）」と呼ばれる老司祭を
して、キリスト教の観点から話をしているとし、「人間の魂はその種のものとしては完全無欠な
もの、完全な霊的実体として創造されており、あとは進歩するも損なわれるもそれ自体の行為
にかかっているという、正教的信仰を説いている」（166-67）と述べる。そして「母親は、そ
の子の肉体のみならず、それに適うように神によって創られた魂をも生み出す。それほどの奇
跡を許されている母親も、神託によってそうであるにすぎない。魂の器をつくった後は、その
小さな肉体をあらゆる害から護ることが母親の神聖な義務となる」（167）と、老司祭が母親を
糾弾する詩の部分を引用する。その最後は、 
   
“. . . 
    Earth open not, neither fell the sky, for prompt was found  
    A man and man enough, head-sober and heart-sound,  
    Ready to hear God’s voice, resolute to obey.  
   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・         
                                                I proclaim           
    Ivàn Ivànovitch God’s servant!”(167-68. 25-29)  
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とされている。この司祭の演説を聞いた農民たちは納得し、イワンに無罪放免が伝えられる。
その時イワンは子供と遊んでおり、自分が罰を受けるなどとは露ほども感じていない様子であ
った。ハーンは「この素朴な心の持ち主にとっては、議論すべきことなど何もない。彼は神が
命じたことを行い、自然に反した罪を罰したにすぎない」（168）と説明する。 
 この詩について、ハーンは次のような考察を行っている。 
 
None of his moral teachings are at discord with any form of true religion, yet they   
are mostly larger than the teachings of any creed. Perhaps this is why he has never 
offended the religious element even while preaching doctrines over its head. The 
higher doctrines thus proclaimed might be anywhere accepted; they might be also 
questioned; but no one would deny their beauty and power. We may assume that 
Browning usually considers all incidents in their relation to eternal law, not to one 
place or time, but to all places and to all times, because the results of every act and 
thought are infinite. (168)   
 
ハーンは、「ブラウニングが、いかなる宗教の信条よりも広大な道徳的教えを提示しており、そ
のために教条を超えた教義を説く際にも、決して高次な宗教的道理を損なうことはなかった」
と言っている。ここでハーンは、イワンの一見直截にして粗暴に思える行為が、実は真に神の
意思とは何かを考えさせるものであったことを述べようしている。そして「その高次の教義は、
受容されることもあれば、疑念を持たれることもあるかもしれないが、その美と力は否定され
得ないものである」というハーンによる解釈がみられるのである。 
このように“The Statue and the bust”では、公爵と彼が自分のものにしようとする貴族の
妻との間には恋愛ないし愛欲の感情がみられる。しかるに、躊躇し、徒に年月を重ねる二人は、
神の意に反する行為を為した者とみなされるのだ、とハーンは解説する。先にみた「あらゆる
大宗教の説くところでは、悪をなそうと欲する者は、そう欲しただけで、実際に悪をなしてい
るのとまったく変わらない」（164）と述べるハーンは、 
 
  “You can do anything that you please in this world, if you are willing to pay the price, 
but the price of acts and thoughts is fixed by the Eternal Powers, and you must not try 
to cheat them.”(165) 
 
とも言っている。ここに読める「永久の主権者（Eternal Powers）」、また先に示した「あらゆ
る大宗教（all great religions）」、「人間の法典よりも高次の道義（a higher morality than 
human codes）」という語から、姦通に繋がる恋愛、愛欲という世俗的な要素に加えて、宗教
的な要素がみえてくる。すなわち、世俗的な人間界を超越した存在とそこにある法と裁きとい
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ったものを包摂するブラウニングの詩と、それらを感じ取っているハーンが浮かび上がってく
るように思える。 
 “Ivàn Ivànovitch”では、宗教的・道徳的色彩はより一層強まる。一見無骨そうにもみえる
が、宗教的、道徳的には曇りのないイワンという男、周囲から教皇と呼ばれる老司祭、そして
両者を通して、人間社会の規範を超えたところでなされる真実と正義の実現、ここには神の祝
福とさえ言ってよいほどの光景が展開されているかのようである。 
  
こうしたブラウニングの詩にハーンが示す所感、解釈からみえてくるものは、現実世界にお
ける規範や司法制度を超えたところでなされる、いわば全能なる神の審判、あるいは、神の世
界に繋がるかに思われる道を感じさせる裁きこそが「真の裁き」とハーンは受け止めていると
いうことになりはしないだろうか。詩は勿論ブラウニングによるものであるが、先にみたごと
く、ブラウニングをシェイクスピアに匹敵するほどの評価を行っているハーンなのである。こ
こには、英文学者ハーンとしての「真の裁きとは何か」という意識がみられよう。 
本稿にて取り上げた“At a Railway Station”は、キリスト教的、宗教的要素が直接みられ
るものではない。しかし、現実社会の法規、司法を越えた真実と正義、さらにはヒューマニズ
ムが伝わってくる裁きがそこにはあるといってよいであろう。そして、それゆえに宗教的芳香
を醸し出しているとみることもできるのではなかろうか。 
 ブラウニングの詩とは趣を異にするが、ハーンは次のような話も記している。先に参照した
Out of the East における第 5 章“Bits of Life and Death”では、ハーンの身近な出来事が逸
話的に幾つか取り上げられている。第 4 節では、おますという唖者である娘の逸話が紹介され
る。ある米相場師に怒りを募らせた町民が、打ちこわしに及ぶが、金銭等には目もくれなかっ
た。しかし、おますの父は、一枚の小判を拾ったがために逮捕される。判事から糾問されたお
ますは、15 歳の内気な娘だったが、父に不利な証言を強いられることを感じ取ると舌を噛み切
ってしまう。 
 
  She ceased to speak, and a stream of blood gushed from her mouth. She had silenced 
herself forever by simply biting off her tongue. Her father was acquitted. A merchant 
who admired the act demanded her in marriage, and supported her father in his old 
age. (136-37)  
 
かくして彼女の父親は釈放される。しかも、おますの態度に感じ入ったある商人が、結婚を申
し入れ、彼女の父親の老後をも世話したことが告げられている。 
 ここには、日本人がもつ激しいまでの親を思う感情とそれによる行為がみられる。そして、
苛烈なまでの孝心が、おますという個人に限ってのものではない、とみるハーンの眼差しも感
じられる。おますの思いと行いが、日本人には是認されるものであることは、父親が釈放され
たこと、彼女の行いに感じ入った商人が、彼女を妻として求め、父親の老後をみたことから明
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らかである。孝心が犯罪に対する法的処罰を退け、その補償的役割までも果たしている様子が
伝わってくる逸話といえようか。よって孝心を尊ぶ日本人という要素も十分に認められるとこ
ろであるが、こうした話を紹介するハーンには「真の裁きとは何か」という意識がまた包摂さ
れているとみることもできよう。 
 そして、こうしたハーンの意識はロマン主義に繋がるものではないだろうか。先にみたごと
く、ロマン主義は「伝統や慣習への反抗、形式よりも本質的な内容の尊重、時間的にも空間的
にも無限定なものへの憧れ、驚異と逆説の愛好・・・」等をその特徴とするが、「形式よりも本
質的な内容の尊重」という要素は、ともすれば形式に偏向しがちになる現実世界の規範とそこ
から生じる過ちを正すものであり、真実に向かうための「真の裁き」と重畳してゆくと思われ
るからである。 
 
Ⅲ  
 ここまで「ハーンにみる真の裁きとは何か」について検討してきた。ハーンを介してみてき
たものから、今という社会や時代に与える何らかの示唆を導き出すことはできないであろうか。
33 年間裁判官を務めた後、法科大学院教授となった瀬木比呂志が著した『絶望の裁判所』に目
を向けてみたい。現在の日本は先進国のひとつであり、法治国家であることが当然視されてい
るが、同書には衝撃的な内容が示されている。 
「この門をくぐる者は、一切の希望を捨てよ」というダンテの『神曲』で始まる同書である
が、次のような記述がみえる。 
 
   ・・・あなたは、つまり一般市民である当事者は、多くの裁判官にとって、訴訟記録や
みずからの訴訟手控えの片隅に記されているただの「記号」にすぎない。あなたの喜びや
悲しみはもちろん、あなたにとって切実なものであるあなたの運命も、本当をいえば、彼
らにとっては、どうでもいいことなのである。 
   日本の裁判所、裁判官の関心は、端的にいえば、「事件処理」ということに尽きている。
とにかく、早く、そつなく、「事件」を「処理」しさえすればそれでよいのだ。 
   また、権力や政治家や大企業も、これをよしとしている。庶民のどうでもいいような事
件、紛争などともかく早く終らせるにこしたことはなく、冤罪事件などいくらあっても別
にどうということはなく、それよりも、全体としての秩序維持、社会防衛のほうが大切で
あり、また、司法が「大きな正義」などに深い関心を示すことは望ましくない、あるいは、
そうなったら大変に都合が悪い。大国の権力や政治家や大企業は、おおむねそのように考
えているに違いない。そして、日本の裁判所は、そういう意味、つまり、「民を愚かに保
ち続け、支配し続ける」という意味では、非常に「模範的」な裁判所なのである。（7） 
 
普通の国民、市民としては驚愕を覚える内容である。しかも長年裁判官を務めた人物が赤裸々
な告白として語っているのである。本稿筆者は、2012 年に地方自治体を被告として民事訴訟を
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起こしたが、その際、法廷で体験したことは、ここに記されているがごとく、まさに「処理」
であった。そもそも一つの法廷で、同一時刻に複数の法廷期日が設定される。法廷傍聴席には、
幾組もの原告、被告ないしその代理人である弁護士が待機する。氏名を呼ばれると、それぞれ
原告席、被告席に着く。訴状あるいは答弁書内容について反論の有無が問われ、反論等があれ
ばいつまでに提出するようにとの指示が裁判官によってなされる。そして次回期日が決められ、
次の当事者に代わる。この間 1、2 分か長くても数分でしかない。案件の「処理」が行われて
いるという表現は正鵠を得たものといえよう。 
 また瀬木はより具体的な例として、いわゆる砂川事件（1959 年当時）において田中耕太郎最
高裁長官が駐日米公使や同大使と接触があったことを示し、「最高裁大法廷の内容と見通しに関
する、かなりの程度に明確な事前のリーク、それも政治的な意図に基づくところの、外国高官
に対するリークである」（25）としている。これは対米的関係も入ってきた特異なケースとい
えるかもしれないが、瀬木は東京地裁の保全部というセクションに所属した際の体験談も記し
ている。 
 
  国が債権者となる仮の地位を定める仮処分命令について、国（法務省）が、事前に、秘密
裏に、裁判所に対して、その可否、可能であるとすればどのような申し立てを行えばよい
のかを事実上問い合わせ、未だ仮処分の申立てすらない時点で、かなりの数の裁判官たち
がそれについて知恵を絞ったのである。 
   ・・・これは、明らかな結果の先取り行為であり、裁判の自殺である。（22-3） 
 
つまり、紛争となった事柄に対し、国が自らに有利になる手立てを裁判所に問い合わせ、裁判
官らがそれを検討したことになる。ここには三権分立、司法の独立が放棄された姿がみられる
のであり、「裁判の自殺」といわざるを得ない。 
 こうした現実については、「多くの国で水面下にて行われていることであり、日本に限ったこ
とではない」という声もあるかもしれない。しかし、裁判官としてアメリカ留学も経験した瀬
木は「アメリカという国には、さまざまな国家に対する武力、諜報活動、軍事援助等による介
入という醜い側面があり、国内にも問題は多い」（17）としながらも、 
 
   ・・・前記のような醜い側面についても、自覚的であり、よくないことであると思って
いる人々も存在する。そして、確かに、アメリカの正義派には、身体を張って人々の自由
と権利を守ろうとする勇気をもつ「強い個人」が存在する。草の根民主主義と司法権の独
立とが、アメリカの民主制を根元で支えているようにかんじられた。（17） 
 
と述べている。 
 長年にわたる裁判官経験者からのこうした告白と所感を目の当たりにするとき、「ハーンにみ
る真の裁きとは」というテーマにおいて、検討したところから浮かびあがってくるものは何で
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あろうか。それは、思想的伝統の基盤を欠くところに制度や機構のみを持ち込んだところから
生じる歪みが日本にはある、ということではないか。 
ハーンは“A Conservative”において、江戸末期のウェスタン・インパクトを目の当たりに
した青年が、西洋の力を見極めようと欧米を流浪する姿を描いている。青年は、西洋の先進性
を認めながらも、「日本の進むべき道は、古来より引き継がれた独自性を保守することだ」との
使命を自覚してゆく。これは、ハーンの意識、思いであり、西洋技術導入はやむ得ないものだ
としても、日本の独自性を失うべきではないとハーンは考えていた。しかしながら、近代化、
欧米化を急いだ日本は、西洋史のなかで育まれた思想や理念を吟味する余裕のないまま、その
システムと運用を飲み込むことができる者、それこそ処理能力に長けた者を有用な人材として
きた（同趣旨の見解、松田道雄『おやじ対こども』61-3）。そこには、日本の伝統や独自性との
十分なすりあわせも行われなかったはずである。 
確かに西洋思想を敷衍し、そのシステムを導入、運用することは非常な困難を伴うことは明
らかである。『法学セミナー』1980 年 5 月号巻頭には法律学入門特別講義として「人間性と法」
が長尾龍一東京大学教授によって講じられている。紙面の制約もあるなか、長尾は、征服者に
よる国家を認めず、無政府協和の楽園が再来することを信ずるアナーキズムが存在したとする。
そして、欲望や闘争心が存在する人間と、他方においてはそれらを抑制する理性と意思の存在
を想定する社会契約説を紹介する。さらには、それに対する批判から起ってくる理性の概念へ
と論を進める。理性については、（イ）法則としての理性、（ロ）論理法則としての理性、（ハ）
良心としての理性に分類されるが、（ハ）については「人間の心には、理論理性と並んで、是非
善悪を判別する実践理性（良心）が存在し、それによって正しい法のあり方が認識されるとい
う思想がある。・・・キリスト教をはじめ、諸宗教の法思想の多くは、このような『神の与えた
良心』という教義を基礎として成立している」（6）とする。しかし、「良心とは内面化された
社会規範に他ならず、社会規範が良心の根拠であってその逆ではない」（6）という科学的懐疑
者による批判を受け、フロイト心理学がいう「外的環境と内的欲求を調整する『自我（エゴ）』」
が、現実認識の理性として、支配者を交代せしめる民主主義の基盤をなす、と述べている。 
ここでの（ハ）における良心が、本稿で取り上げたブラウニングの詩にみられるテーマに繋
がると思われるが、西洋世界にはこうした思想史があり、それを踏まえながら法制度や裁判シ
ステムが構築されてきたはずである。ハーンによるブラウニングの作品解説にはそうした背景
を鑑みること、そこから理想や理念に目を向けてみる意義といったものが包摂されているとい
えないであろうか。だが、日本は西洋システム表層部のみを導入し、運用してきた。真理、真
実を考察・探究するよりも処理を重視した。そして、ハーンが保守すべきとした日本の独自性
を軽んじてしまったのではなかったか。 
瀬木による『絶望の裁判所』が示す現状の一因はそうしたところにあるのではないか。ハー
ンを介してみた「真の裁きとは何か」というテーマは、こうした今の日本に問いかけるものを
含んでいるように思える。 
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注 
 
1 ハーンとブラウニングについては、昭和 51 年刊『小泉八雲論 研究と資料』に広瀬朝光島
根大学助教授（当時）による「小泉八雲「ブラウニング研究」と芥川「藪の中」との関連性」
という論考がある。これにはハーンの「ブラウニング研究」が芥川龍之介に影響を与えていた
ことと、芥川の作品「藪の中」との関連性が論じられている。さらに、芥川がハーンの 
Interpretations of Literature と Appreciations of Poetry に接していたことも示されている
（128-31）。 
2 ブラウニングという詩人については、「・・・ロマンティックな耽美主義的感情と社会的義
務感の相克は、ブラウニングにもはっきりと現れて・・・」（『イギリス文学史序説』 351）
おり、1833 年の処女作 Pauline における「この詩の語り手の病的なほどの自己耽溺の傾向は、
ブラウニングの中にあるロマン主義的体質も如実に物語るものである」（同 351）とされる。 
3 オシン伝説については、Myths & Legends of the Celtic Race  228-223、Celtic Myth and 
Legend  223-26 参照。また「ハーンが浦島伝説とオシン伝説の類似から、前者を好んだので
は」という点については、梅本順子『浦島コンプレックス――ラフカディオ・ハーンの交友と
文学』参照。 
4  賭博で用いられるチップのこと。ハーンは以下のような説明をしている。 
In order to understand the full force of this strange ethical philosophy, you must remember 
that the word “counter” is here a gambling term; it is used for the round buttons or disks of 
bone or ivory, not in themselves money, but representing money to be eventually received or 
paid. (163-64)  
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